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平成24年8月9日付毎日新聞
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全国学力テスト：小学校45位、中学校42位 全国順位が
過去最低

文部科学省が8日発表した小学6年と中学3年を対象にした今年の全国
学力・学習状況調査（全国学力テスト）の結果について、県教委が独自に
集計・分析した推計値は小学校が全国45位、中学校は同42位といずれも
過去最低だった。



全国学テで岡山県小６が大幅上昇 38位から28位へ
中３は41位
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平成27年8月25日付山陽新聞

文部科学省が25日公表した2015年度全国学力・学習状況調査（全国
学力テスト）結果で、岡山県内公立校の全国順位は前年度と比較可能
な国語と算数・数学の平均で小学6年が28位（前年度38位）と大幅に上
昇。中学3年は41位（同42位）だった。



学力調査、小６過去最高25位、中３横ばい41位
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平成28年9月30日付朝日新聞

29日に結果が公表された今年度の全国学力調査で、県内の小学６年
は都道府県別で25位（昨年度は28位）となり、2007年の調査開始から最
高の順位となった。一方、中学３年は昨年度と同じ41位にとどまった。小、
中の結果が明暗を分けた要因について、県教委は「家庭学習の差」と分
析している。



小学校、過去最高の１９位 全種類問題で平均上回る 中学
校も前年度上回る／岡山
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平成29年8月31日付毎日新聞

全国学力・学習状況調査（全国学力テスト）の県内結果が公表され、小
学校は全種類の問題で平均正答率が全国平均以上となり、都道府県別
の順位が過去最高の１９位となった。中学校も都道府県別の順位が前
年度の４１位から３４位に上がり、学力の定着に改善が見られた。



問題解決のステップ
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現状分析 課題抽出 解決策の立案

1 ２ ３

• 岡山県の子どもたちはどういった問題を苦手としているのか？
→データ分析

• 県内で成果の出ている学校の取り組みにはどういった特徴がみられるか？
→好事例の収集



岡山県の児童が苦手とした問題－H24算数A・全国平均との差
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（㌽）

最も苦手とした問題

小学校



岡山県の児童が苦手とした問題－H25算数A・全国平均との差

8

最も苦手とした問題

（㌽） 小学校



誤答の原因
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現状・課題の把握と解決策の検討
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現状・課題 解決策

どこで間違えたのか？
どのように間違えたのか？
なぜ間違えたのか？

授業をどのように改善すべきか？

補充学習（朝・放課後）や家庭学習では
何に取り組むべきか？

どこで？どのように？

• 小数の足し算の計算を掛け算の
計算のように、小数点を右に揃え
て筆算を行っている

授業

補充学習（朝・放課後）

家庭学習

なぜ？

• 小数の掛け算を習うとき、また
習った後の小数の足し算の復習
が不十分？

• 計算の練習は「筆算を解く練習」
になっている？

• 補充学習ではどういった教材を使
用するとよいか？

• 宿題を出す際にはどういった点に
気を付けるべきか？

• 授業でどのような工夫ができる
か？

“コインの裏返し施策”では効果は限られる



岡山県の児童が得意とした問題－H27算数A・全国平均との差
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（㌽）

最も得意とした問題

小学校



全国学力調査における平均正答率の全国平均との差※
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（㌽ ）

※国語A・B、算数A・B４教科の正答率の平均の全国との差。抽出調査であった平成22・24年度を除く

全国19位

小学校

課題解決の結果、点数と順位が上昇



※ H26-28たしかめテストで最も苦手とした問題―算数
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岡山県の平均正答率：

４４．７％（H28） －１０．８㌽
３７．８％（H27） －１７．７㌽
３４．９％（H26） －２０．６㌽

全国（調査実施時）の平均正答率：

５５．５％

小学校



※ H28全国学力調査で最も苦手とした問題―算数
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津山市の平均正答率： ４０．５％
岡山県の平均正答率： ４４．５％
全国の平均正答率 ： ５０．９％

小学校

９



※ H29年度の全国調査で苦手とした問題－算数A
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津山市 ９６．１％
岡山県：９６．８％
全国： ９６．９％

津山市 ６５．４％
岡山県：６６．１％
全国： ６９．９％

小学校



岡山県の児童が苦手とした問題－H30算数A

16

津山市 ５３．５％
岡山県：５８．０％
全国： ６２．９％

津山市 ５９．９％
岡山県：６２．９％
全国： ６６．７％

小学校



H30算数A・全国平均との差
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（㌽ ） 小学校



全国学力調査における平均正答率の全国平均との差※
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（㌽ ）

※国語A・B、算数A・B４教科の正答率の平均の全国との差。抽出調査であった平成22・24年度を除く

全国31位

小学校



岡山県の生徒が最も苦手とした問題－H27数学A
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全国（調査実施時）の平均正答率：

４９．３％

岡山県の平均正答率：

４５．０％ ※津山市 ４４．０％

中学校

10



岡山県の生徒が最も苦手とした問題－H28数学A
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全国（調査実施時）の平均正答率：

４３．０％

岡山県の平均正答率：

３７．３％ ※津山市 ３８．０％

中学校

10



岡山県の生徒が最も苦手とした問題－H29数学A・B
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中学校

全国の平均正答率：

４３．２％

岡山県の平均正答率：

３８．７％
※津山市 ２９．３％

３
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岡山県の生徒が最も苦手とした問題－H30数学A 中学校

全国の平均正答率：

５５．０％

岡山県の平均正答率
５２．８％ ※津山市 ４７．９％

できない問題ができないままになっている

９
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岡山県の生徒が最も苦手とした問題－H30数学A 中学校

全国の平均正答率：

６４．０％

岡山県の平均正答率
５８．７％
※津山市 ５１．１％

３



全国平均との差の推移－4教科平均
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中学校

基礎・基本の定着が課題。いかに復習の時間を捻出するか、
タイムマネジメント力の向上が求められる

（㌽）



全国平均との差（推移）―授業以外の学習時間（1時間以上）
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小学校 中学校

（㌽）（㌽）

岡山：72.7%
全国：66.2%

※津山市:65.5％

岡山：60.4%
全国：70.6%

※津山市 58.1％



全国平均との差（推移）―予習・復習
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小学校 中学校

復習

予習

（㌽）（㌽）

予習
・復習

復習

予習

予習
・復習

岡山：64.5%
全国：62.6%

※津山市:55.5％

岡山：45.9%
全国：55.2%

※津山市:42.2％



これまでの活動から見えてきた学力状況改善のポイント

学力調査の結果の
丁寧な分析とその
活用

これまでよく見られた課題 改善の見られる学校の特徴

• 教科ごとに数値（平均点）を把
握。「国語が苦手」、「応用問題
が課題」といった大まかな分析
のみ。

• 設問ごとに数値を把握。
苦手とした問題を共有し、誤答
を確認。要因分析を通じて改善
策を検討。

基礎基本の定着か
ら活用・応用力の向
上へ

• 基礎基本の定着が不十分なま
まに応用・活用的な学習内容を
指導。

• 基礎・基本を徹底。必要に応じ
て過学年で学習した基礎的な
内容を振り返り学習。
（“遡り学習”、“学び直し”）

アウトプットの時間
の確保

• 授業の大半は教員の話す時間。
児童・生徒のアウトプットの時間
は限定的。

• 書くこと、話すことに費やす時間
を確保。
※書く活動の徹底により成果を
出している学校は多い

家庭学習（宿題＋
自主学習）の習慣
化

• 1日の宿題の量・質にばらつき。
基本的に、家庭学習のやり方は
生徒任せ。
※主に中学校

• 家庭学習の時間の目安（小学
校：学年+10分、中学校：
80/100/120分）を提示。家庭学
習のやり方を指導。

ポイント

1

2

3

4
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※参考 エビデンスに基づく教育手法の紹介
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出所：The Education Endowment Foundation（EEF） ※科学的なエビデンスを政策立案・評価に活用するために設立された組織
（What Works Centre）の7つある組織の1つ。教育分野におけるEBPM（Evidence Based Policy Making）を推進

施策効果の
インパクト

エビデンス
の確からしさ

コスト

授業中のアウトプットや
宿題に対するフィード
バック不足（“宿題は出
すことが目的”）

県内中学校にありがちな課題

生徒が自分で計画的に
学習できない。学習計画
の立案→進捗確認→客
観的に評価（学習の
PDCA） のプロセスを回す
指導ができていない

中学校における宿題の
量・質の管理が不十分

生徒の習熟（基準のクリ
ア）の徹底が不十分

協同的な学びの機会が
不足。教員が一方的に
講義


